
明明
石石
市市
のの
リリ
ベベ
ンン

ジジ
執執
念念
にに
屈屈
すす  

  
 

毎
年
８
月
末
に
東
播
磨
地
区

八
市
が
会
場
持
ち
回
り
で
行
っ
て

い
る
「東
播
八
市
親
善
剣
道
大
会
」

が
、
今
年
は
三
木
市
主
管
で
開
催

さ
れ
、
三
木
市
内
で
唯
一
観
覧
席

を
有
す
る
三
木
市
吉
川
総
合
公

園
文
化
体
育
館
を
会
場
に
し
て
、

東
播
八
市
１６
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。 

 
 

我
が
三
木
市
剣
道
連
盟
は
、
当

番
市
の
連
盟
と
し
て
、
大
会
の
世

話
に
当
た
り
、
近
藤
事
務
局
長
を

中
心
に
一
年
前
か
ら
着
々
と
準
備
、

大
会
前
日
も
全
会
員
、
補
助
員
の

高
校
生
、
尐
年
剣
道
教
室
の
保
護

者
ら
が
会
場
づ
く
り
を
し
、
入
念

に
準
備
し
た
。 

 
 

大
会
当
日
の
８
月
２１
日
は
生

憎
の
雨
だ
っ
た
。
選
手
・監
督
１６２
名

（個
人
戦
５７
名
、
団
体
戦
１０５
名
）、

審
判
団
・
大
会
役
員
、
試
合
補
助

員
ら
１３８
名
、
観
客
ら
を
入
れ
る

と
総
勢
４００
名
の
大
会
だ
っ
た
。 

 
  

          

試
合
に
先
立
っ
て
、
合
同
稽
古

が
あ
り
、
全
選
手
並
び
に
審
判
団

が
防
具
を
付
け
、
一
汗
か
い
た
。

後
、
１０
時
３０
分
か
ら
開
会
式
が

行
わ
れ
、
大
会
会
長
の
三
木
市
剣

道
連
盟
会
長
高
橋
洋
三
が
挨
拶
、

続
い
て
大
会
名
誉
会
長
の
三
木
市

長
の
代
理
と
し
て
松
本
明
紀
教
育

長
が
歓
迎
の
挨
拶
、
続
い
て
安
居

圭
一
三
木
市
議
会
議
長
、
三
串
美

智
也
三
木
警
察
署
長
ら
が
祝
辞
を

述
べ
た
。
選
手
宣
誓
は
三
木
市

チ
ー
ム
の
松
本
克
基
主
将
が
行
っ

た
。 

 
 

次
い
で
演
武
に
移
り
、
「
日
本
剣

 

道
形
」を
三
木
市
剣
道
連
盟
の
会
員
、

打
太
刀
、
教
士
七
段
小
椋
治
朗
＊
仕

太
刀
、
教
士
七
段
檜
皮
隆
夫
両
氏
が 
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見事な形を披露する桧皮隆夫(左)、

小椋治朗（右）両氏 

（１） 



披
露
し
た
。
息
の
合
っ
た
見
事
な

形
で
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

起
こ
っ
た
。  

個個
人人
戦戦  

山山
口口
直直
輝輝
三三
位位
、、
江江

村村
直直
子子
、、
前前
川川
洋洋
子子

準準
優優
勝勝  

  

試
合
は
先
ず
、
個
人
戦
が
四
試

合
場
で
展
開
さ
れ
、
男
子
の
部
、

女
子
三
段
以
下
の
部
、
女
子
四
段

以
上
の
部
の
三
部
門
で
戦
わ
れ
た
。

三
木
勢
は
、
男
子
の
部
で
若
武
者

山
口
直
輝
が
三
位
に
、
女
子
三
段 

 

以
下
の
部
で
江
村
直
子
が
準
優
勝
、

女
子
四
段
以
上
の
部
で
前
川
洋
子 

 

 

 

  
が
こ
れ
ま
た
準
優
勝
で
、
結
果
を

残
し
た
。 

 
 団団

体体
戦戦
ＡＡ
・・ＢＢ
チチ
ーー
ムム  

善善
戦戦
すす

るる

もも

、、
予予
選選

リリ
ーー
ググ
でで
敗敗
退退  
 

団
体
戦
は
昼
を
挟
ん
で
四
試
合

場
で
一
斉
に
開
始
さ
れ
た
。
三
木

市
チ
ー
ム
は
、
会
場
市
と
し
て
三

チ
ー
ム
の
出
場
が
許
さ
れ
た
。
第

一
試
合
場
の
Ａ
チ
ー
ム
は
、
加
西

市
Ｂ
、
西
脇
市
Ａ
を
そ
れ
ぞ
れ
３

―
０
、
４
―
０
で
一
蹴
し
た
が
、
昨

年
の
リ
ベ
ン
ジ
に
燃
え
る
明
石
市

Ａ
の
粘
り
に
手
こ
ず
り
、
２
―
２
の

代
表
戦
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
代
表

選
に
屈
し
て
予
選
リ
ー
グ
脱
出
は

成
ら
な
か
っ
た
。 

 
 

第
二
試
合
場
で
は
、
Ｂ
チ
ー
ム

が
加
東
市
Ｂ
に
勝
っ
た
も
の
の
二
敗

し
、
第
三
試
合
場
で
も
Ｃ
チ
ー
ム

が
三
敗
し
て
、
こ
れ
ま
た
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
で
き
な

か
っ
た
。 

 
 

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
は
、

明
石
市
の
執
念
も
二
連
覇
を
目
指

す
高
砂
市
の
勢
い
に
通
じ
ず
Ａ
・Ｂ

と
も
敗
れ
、
高
砂
市
Ａ
チ
ー
ム
が

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
優
勝
し
た
。

な
お
、
各
市
チ
ー
ム
か
ら
一
名
選

ば
れ
る
「優
秀
選
手
賞
」に
は
、
三

木
市
か
ら
は
松
本
克
基
選
手
が
選

ば
れ
た
。 

 

大
会
成
績
は
以
下
の
通
り
。 

 

【
個
人
戦 

男
子
の
部
】 

優  

勝  

田
代 

智
也(

小
野) 

準
優
勝 

秋
山 

優
輔
（
明
石
） 

三  

位  
山
口 

直
輝
（
三
木
） 

三  

位  
松
井 

優
治(

明
石) 

 
 【

個
人
戦 

女
子
三
段
以
下
の
部
】 

優  

勝  

下
倉 

菜
月(
加
古
川) 

準
優
勝  

江
村 

直
子
（
三
木
） 

三  

位  

秦 

絢
子
（
明
石
） 

三  

位  

古
好 

未
来(

加
古
川) 

 

【
個
人
戦
女
子 

四
段
以
上
の
部
】 

優  

勝  

瀧 
 

裕
子(

高
砂) 

準
優
勝  

前
川 

洋
子
（
三
木
） 

三 

位 

荒
木 

知
子(

加
古
川) 

三  

位  

金
川 

佑
衣
子(

高
砂) 

 

【
団
体
戦
】 

優  

勝   

高 

砂 

市 

Ａ 

準
優
勝   

明 

石 

市 

Ｂ 

三  

位   

明 

石 

市 

Ａ 

三  

位   

西 

脇 

市 

Ｂ 

 

【
優
秀
選
手
賞
】 

藪
本 

駿(

西
脇
市) 

片
岡
祐
輔
（
加
東
市
） 

八
木
啓
介
（
高
砂
市
） 

大
西
康
文
（
加
西
市
） 

田
中 

剛
（
加
古
川
市
） 

辰
巳
喜
洋
（
小
野
市
） 

部
矢
拓
志
（
明
石
市
） 

松
本
克
基
（
三
木
市
） 

   

男子個人の部で見事３位に入賞した

山口直樹(右端) 

女子個人３段以下、準優勝江村直子

(上)、４段以上、準優勝前川洋子(下) 

（２） 



 

本
番
「東
播
八
市
親
善
剣
道
大
会
」

を
２
週
間
後
に
控
え
て
、
８
月
７
日

（日
）、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
「第
４７

回
長
野
旗
争
奪
剣
道
優
勝
大
会
」に
、

我
が
三
木
市
剣
道
連
盟
チ
ー
ム
は
、

Ａ
Ｂ
２
チ
ー
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「三
木

市
剣
道
連
盟
」「三
木
中
央
」と
名
乗
っ

て
出
場
し
た
。 

 

昨
年
は
初
出
場
な
が
ら
、
い
き
な
り

ベ
ス
ト
８
、
今
年
は
そ
れ
以
上
を
収
め

て
波
に
乗
り
、
東
播
８
市
大
会
に
つ
な

げ
よ
う
と
、
安
栖
総
監
督
は
意
気
込

む
。 

 

午
前
７
時
２０
分
、
市
文
化
会
館
前

に
集
合
し
た
選
手
団
は
、
４
台
の
車
に

分
乗
、
一
路
会
場
の
姫
路
市
に
向
か

う
。 

 

会
場
は
、
姫
路
市
手
柄
の
兵
庫
県
立

武
道
館
。
今
年
は
尐
年
団
体
６１
チ
ー

ム
、
成
人
一
般
の
部
は
４４
チ
ー
ム
が

参
加
、
大
き
な
大
会
だ
。 

 

今
年
の
大
会
の
特
徴
は
、
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「が
ん
ば
ろ
う
！
日

本
」
を
掲
げ
、
３
月
１１
日
に
東
北
地

方
を
襲
っ
た
未
曾
有
の
大
震
災
の
犠
牲

者
を
悼
み
、
被
災
者
と
連
帯
す
る
。 

 

開
会
式
で
は
、
大
会
会
長
牧
野
圭
輔

氏
が
挨
拶
の
中
で
、
そ
の
点
に
触
れ
た
。

４７
回
目
を
迎
え
る
今
年
、
尐
年
の
部

の
優
勝
旗
が
新
調
さ
れ
寄
贈
者
の
廣

栄
武
道
具
社
長
廣
野
美
次
氏
が
披
露

し
た
。 

 

試
合
に
先
だ
っ
て
公
開
演
技
と
し
て
、

姫
路
に
伝
わ
る
貫
心
流
剣
術
の
形
無

双
直
伝
英
信
流
、
全
日
本
剣
道
連
盟

制
定
居
合
の
居
合
が
演
武
さ
れ
た
。 

さ
て
、
試
合
で
あ
る
。
三
木
市
か
ら
は

尐
年
の
部
に
出
場
し
た
チ
ー
ム
は
な

く
、
第
５
～
８
試
合
場
で
行
わ
れ
た

一
般
の
部
に
、
東
播
各
地
の
チ
ー
ム
に

混
じ
っ
て
２
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
。  

第
７
試
合
場
で
、
第
３
試
合
と
し
て

「
剣
心
会
喜
楽
」と
緒
戦
を
戦
っ
た
Ａ

チ
ー
ム
こ
と
「
三
木
市
剣
道
連
盟
」

チ
ー
ム
は
、
先
鋒
渡
辺
引
き
分
け
の

あ
と
残
り
が
す
べ
て
２
本
勝
ち
し
、
４

―
０
で
幸
先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
。 

 

し
か
し
、
続
く
２
回
戦
で
は
、
強
敵

「
グ
ロ
ー
リ
ー
姫
路
」
と
当
た
り
先

鋒
・次
鋒
引
き
分
け
の
あ
と
、
中
堅
小

林
が
１
本
勝
ち
し
た
も
の
の
、
副
将
松

本
大
将
上
田
の
両
ベ
テ
ラ
ン
が
、
若
い

相
手
に
ま
さ
か
の
丌
覚
、
１
―
２
の
僅

差
で
早
く
も
姿
を
消
し
た
。 

 

一
方
、
Ｂ
チ
ー
ム
こ
と
、
「
三
木
中

央
」
チ
ー
ム
は
、
第
６
試
合
場
。
２
回

戦
か
ら
の
出
場
で
、
「
姫
路
武
道
館
」

と
対
戦
。
先
鋒
１
本
負
け
の
後
、
次
鋒

山
口
、
初
陣
な
が
ら
よ
く
健
闘
し
、

引
き
分
け
。
後
の
３
人(

木
村
・片
田
・

木
下)

が
勝
ち
、
３
―
１
で
快
勝
。
し
か

し
、
次
が
い
け
な
か
っ
た
。
３
回
戦
は

グ
ロ
ー
リ
姫
路
以
上
の
「グ
ロ
ー
リ
ー

本
社
」チ
ー
ム
。
先
鋒
粟
田
は
メ
ン
の

１
本
負
け
。
次
鋒
・中
堅
と
引
き
分
け

食
い
下
が
り
、
副
将
・大
将
に
期
待
が

か
か
っ
た
が
、
さ
す
が
姫
路
の
名
門
グ

ロ
ー
リ
ー
城
の
守
り
は
堅
く
鉄
壁
の

陣
、
２
連
敗
し
て
０
―
３
の
完
敗
だ
っ

た
。 

 

か
く
し
て
＊
東
播
８
市
大
会
へ
の
は

ず
み
と
す
べ
き
前
哨
戦
は
、
丌
発
に

終
わ
っ
た
が
気
分
を
引
き
締
め
る
機

会
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

厚厚かかっったたググロローーリリーーのの壁壁  

三三木木チチーームム上上位位進進出出ななららずず   

第４７回長野旗争奪剣道優勝大会(於 姫路 県立武道館) 

責任感を体いっぱいみなぎらせる

松本キャプテン(左) 

（３） 



 

台
風
１２
号
が
各
地
で
猛
威
を
ふ
る
い
、

死
者
行
方
丌
明
者
併
せ
て
百
名
を
超
す

と
い
う
悪
天
候
の
中
、
し
か
も
、
三
木
地

区
に
も
大
雨
警
報
発
令
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
我
が
会
員
の
熱
意
に
応
え
て
、
９

月
４
日
（日
）鈴
木
康
功
先
生
が
、
防
具

を
担
い
で
三
木
に
き
て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

毎
年
一
回
、
（
財
）
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
指
導
者
育
成
事
業
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
、
こ
の
「剣
道
指
導
者
研
修

会
」、
今
年
で
何
回
目
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
安
栖
成
人
指
導
部
長
の
懇
請
に

よ
っ
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
も
、

剣
道
範
士
八
段
鈴
木
康
功
先
生
が
き
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
全
剣
連
の
要

請
で
全
国
は
も
と
よ
り
外
国
に
ま
で
指

導
の
足
を
延
ば
さ
れ
る
先
生
は
、
超
過

密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
日
々
で
、
日
程
を
あ

け
て
も
ら
う
の
さ
え
、
一
苦
労
な
の
だ
。 

 

警
報
発
令
中
と
あ
っ
て
、
高
校
生
は
丌

参
加
で
始
ま
っ
た
研
修
会
は
、
定
刻
の

１０
時
開
講
式
。
松
本
明
紀
教
育
長
が

駆
け
付
け
挨
拶
を
さ
れ
た
。 

 

午
前
中
は
、
講
義
と
形
、
午
後
は
昇
段

模
擬
審
査
、
実
技
指
導
、
合
同
稽
古
が

そ
の
内
容
だ
っ
た
。
高
校
生
の
姿
な
く
、

一
般
会
員
の
み
の
約
４０
数
名
、
一
寸
さ

び
し
か
っ
た
が
、
県
警
剣
道
師
範
伊
藤

明
裕
先
生
、
八
段
に
合
格
さ
れ
た
ば
か

り
の
三
木
市
剣
道
連
盟
指
導
顧
問
池
田

公
律
先
生
が
助
手
を
勤
め
ら
れ
る
と
い

う
豪
華
指
導
陣
だ
っ
た
。 

 
 

最
初
の
講
義
は
短
い
時
間
だ
っ
た
が
、
示

唆
に
富
む
、
中
身
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
を
メ
モ
風
に
列
挙
し
て
み
る

と
、 

「
剣
道
上
達
の
秘
訣
」
→
基
本
の

上
に
立
っ
た
稽
古
以
外
に
な
い
。
良
き
指

導
者
に
仕
え
る
こ
と
。
（先
生
自
身
は
森

島
健
男
―
東
京
警
視
庁
師
範
に
師
事
） 

 

３
つ
の
サ
イ
ク
ル 

「習
う
」→
「錬
る
」

→
「工
夫
す
る
」 

 

「修
業
中
の
３
段
階
の
目
標
」 

 

初
級
者(

三
段
ぐ
ら
い
ま
で) 

試
合
は

し
な
く
て
も
よ
い
。
基
本
を
大
切
に
。

み
っ
ち
り
稽
古
。
中
級
者
（四
段
～
六
段

ぐ
ら
い
ま
で
） 

血
の
に
じ
む
よ
う
な
猛

稽
古
。
上
級
者
（七
段
以
上
）心
の
剣
道
、

気
は
ず
っ
と
攻
め
て
い
て
、
相
手
を
引
き

出
す
。 

相
打
ち
の
勝
ち
。
攻
撃
型
の
剣

道
。
捌
き
を
す
る
。
避
け
な
い
。
下
が
ら

な
い
。 

「そ
の
他
稽
古
の
心
得
」常
に
真

剣
勝
負
の
気
持
ち
で
。
→
初
太
刀
を
大

切
に
。
下
が
ら
な
い
剣
道
を
。
→
綱
引

き
剣
道
は
ダ
メ
。
一
足
一
刀
の
間
合
い

よ
り
、
①
我
慢
す
る
。
②
雑
念
を
捨
て

る
。
③
無
に
な
る
→
心
妙
剣
に
至
る
。 

「見
事
な
打
ち
を
す
る
に
は
」①
集
中
力

を
切
ら
さ
ず
、
感
動
さ
せ
る
剣
道
を
。

②
切
れ
目
の
な
い
剣
道
を
。
③
無
心
の

攻
め
。
④
体
勢
が
崩
れ
な
い
こ
と
。
⑤

反
則
を
し
な
い
。 

 

「指
導
者
に
望
む
こ
と
」①
基
本
を
身

に
つ
け
て
お
く
こ
と
。
②
示
範
で
き
る

よ
う
に
。
③
褒
め
て
生
徒
の
心
に
火
を

付
け
る
。
④
自
身
切
り
返
し
、
打
ち
込

み
稽
古
を
欠
か
さ
ぬ
こ
と
。 

 

講
義
の
後
、
「日
本
剣
道
形
」の
時
間
は

尐
な
か
っ
た
の
で
、
小
太
刀
の
形
３
本
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。 

 

昼
食
を
は
さ
ん
で
、
準
備
体
操
の
後
、

普
段
は
何
気
な
く
や
っ
て
い
る
素
振
り

に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
つ
い
た
注
意
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
最
初
に
昇
段
審
査
の

た
め
の
模
擬
審
査
が
あ
り
、
各
段
の
実

技
を
終
え
た
受
審
予
定
者
に
そ
れ
ぞ
れ

鈴
木
、
池
田
両
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

が
あ
っ
た
。
昇
段
審
査
受
審
予
定
者
に

は
稽
古
の
目
標
が
明
確
に
な
り
、
あ
り

が
た
い
機
会
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

休
憩
後
、
全
受
講
者
は
防
具
を
付
け
、

鈴
木
先
生
云
う
と
こ
ろ
の
基
本
稽
古

（切
り
返
し
、
追
い
こ
み
、
打
ち
込
み
）が

あ
っ
た
。 

 

日
ご
ろ
仕
事
が
忙
し
く
て
、
せ
い
ぜ
い

週
３
回
の
稽
古
が
や
っ
と
の
会
員
諸
氏

は
、
そ
の
稽
古
に
付
い
て
行
く
の
が
や
っ

と
の
有
り
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
、

７０
歳
の
鈴
木
先
生
が
講
義
中
の
言
葉
通

り
、
自
ら
示
範
し
て
見
せ
ら
れ
た
と
こ

ろ
が
、
さ
す
が
専
門
家
だ
と
感
心
し
た
。 

 

残
り
４０
分
に
な
っ
て
、
合
同
稽
古
と

な
り
、
主
に
３
先
生
を
元
立
ち
に
稽
古

を
お
願
い
し
た
。
稽
古
を
受
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
出
来
た
会
員
は
満
足
そ
う

だ
っ
た
。
終
了
は
４
時
。 

 

終
了
後
、
お
な
じ
み
の
「つ
ぼ
八
」で
鈴

木
先
生
を
囲
ん
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、

会
員
20
数
名
も
参
加
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
稽
古
の
場
だ
け
で
は
な
く
、

鈴
木
先
生
の
お
人
柄
に
親
し
く
接
す
る

こ
と
が
で
き
、
先
生
の
フ
ァ
ン
が
増
え
た
。 

示
範
出
来
ざ
る
者
、
教
ふ
る
資
格
無
し 

剣
道
指
導
者
研
修
会
で
鈴
木
範
士 

９
月
４
日
（
日
）
於 

三
木
コ
ミ
ュ
ニ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 

熱心に指導される鈴木康功範士八段 

（４） 

（４） 



 

剣
道
を
修
業
す
る
者
に
と
っ
て
、
最
大
の

難
関
、
剣
道
八
段
審
査
に
お
い
て
、
我
が
三

木
市
剣
道
連
盟
指
導
顧
問
池
田
公
律
先

生
（三
木
北
高
校
剣
道
部
顧
問
）が
、
見
事

合
格
さ
れ
、
そ
の
昇
段
祝
賀
会
が
、
神
戸
の

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
、
９
月
１１
日
（日
）に

あ
っ
た
。  

 

我
が
三
木
市
剣
道
連
盟
か
ら
は
高
橋
会

長
、
小
紫
名
誉
会
長
ら
幹
部
会
員
九
名
が
、

代
表
と
し
て
駆
け
つ
け
、
百
七
十
名
の
剣

道
関
係
者
と
共
に
祝
福
し
た
。 

 

池
田
先
生
は
、
こ
の
５
月
に
行
わ
れ
た

京
都
で
の
昇
段
試
験
で
見
事
合
格
さ
れ
た

も
の
で
、
兵
庫
県
で
も
４
年
ぶ
り
、
出
身
の

東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
出

身
者
の
中
で
も
久
し
ぶ
り
の
合
格
者
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
そ
れ
だ
け
に
本
人
は
も
と
よ

り
、
兵
庫
県
剣
道
連
盟
の
師
範
方
、
学
校

剣
道
連
盟
の
仲
間
、
教
え
子
た
ち
の
喜
び

も
ひ
と
し
お
で
、
こ
の
日
も
東
京
か
ら
全

日
本
剣
道
連
盟
専
務
理
事
で
池
田
先
生
の

大
学
の
先
輩
で
も
あ
る
福
本
修
二
範
士
、

同
級
生
の
永
作
誠
一
郎
氏
、
全
剣
連
の
真

砂
威
先
生
ら
が
、
大
勢
の
剣
友
た
ち
に
混

じ
っ
て
お
祝
い
に
来
ら
れ
た
。 

 

今
回
の
祝
賀
会
は
、
先
生
が
副
会
長
を

勤
め
ら
れ
る
兵
庫
県
学
校
剣
道
連
盟
が
主

催
し
、
県
内
の
主
だ
っ
た
高
段
者
の
先
生
方

が
こ
ぞ
っ
て
顔
を
揃
え
ら
れ
た
。
と
い
う
の

も
、
池
田
先
生
が
高
校
教
諭
と
し
て
一
貫

し
て
現
場
で
生
徒
を
指
導
さ
れ
て
き
た
と

同
時
に
、
昭
和
６３
年
全
国
高
校
総
体
（於

赤
穂
）
、
平
成
１８
年
兵
庫
国
体
（剣
道
は

赤
穂
で
）運
営
の
実
質
上
の
責
任
者
と
し
て
、

多
く
の
県
警
の
師
範
方
、
中
・
高
・
大
の
学

校
剣
道
指
導
者
、
社
会
人
剣
道
指
導
者
ら

と
幅
広
い
協
力
・信
頼
関
係
を
築
い
て
こ
ら

れ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

会
は
午
後
６
時
か
ら
始
ま
り
、
池
田
先

生
ご
夫
妻
が
揃
っ
て
入
場
さ
れ
る
と
、
大

き
な
拍
手
が
取
り
巻
い
た
。
司
会
は
中
川

一
穂
先
生
。
開
会
の
挨
拶
、
代
表
発
起
人
、

学
校
剣
道
連
盟
会
長
、
兵
庫
剣
連
副
会
長

河
野
修
一
郎
氏
に
続
い
て
、
宮
崎
昭
兵
庫

県
剣
道
連
盟
会
長
、
福
本
修
二
全
剣
連
専

務
理
事
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。
特
に

福
本
先
生
は
、
池
田
先
生
の
大
学
時
代
か

ら
の
付
き
合
い
で
あ
り
、
長
ら
く
池
田
先

生
の
精
進
・活
躍
を
見
守
っ
て
こ
ら
れ
た
方

だ
け
に
、
そ
の
一
言
一
言
に
ま
ご
こ
ろ
が
こ

も
っ
て
い
て
参
会
者
に
大
き
な
感
動
を
不

え
て
い
た
。 

記
念
品
贈
呈
は
川
本
三
千
弘

範
士
、
乾
杯
の
音
頭
は
鈴
木
康
功
範
士
、
い

ず
れ
も
三
木
剣
連
に
は
お
な
じ
み
の
先
生

だ
。
両
先
生
は
、
赤
穂
で
の
国
体
で
日
本
剣

道
形
を
演
武
さ
れ
た
。 

 

謝
辞
に
立
っ
た
池
田
先
生
は
、 

「本
日
は
、

私
の
八
段
昇
段
祝
賀
会
に
ご
出
席
を
賜
り
、

ま
た
記
念
品
ま
で
頂
戴
し
、
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
諸
先
生
、
諸

先
輩
、
剣
友
の
皆
さ
ま
の
お
蔭
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

今
後
は
真
の
八
段
位
に
相

応
し
い
『事
理
一
致
の
剣
道
』を
目
指
し
精

進
す
る
と
と
も
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て

い
た
だ
き
ま
し
た
剣
道
兵
庫
に
尐
し
で
も

恩
返
し
を
す
る
べ
く
、
鋭
意
努
力
す
る
覚

悟
で
す
の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
」 

と
述
べ
ら
れ
、
先
輩
福
本
範
士
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
、
八
段
に
な
っ
た
者
の
心
構
え
、

教
訓
二
つ
を
必
ず
守
る
と
、
参
会
者
の
前

で
誓
わ
れ
た
。 

 

な
お
、
池
田
先
生
は
、
９
月
２４
日
に
行

わ
れ
た
「全
日
本
女
子
剣
道
選
手
権
大
会
」

の
担
当
常
務
理
事
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
た
。 

 

三三木木市市剣剣道道連連盟盟  指指導導顧顧問問  

池池田田公公
まさ

律律
のり

先先生生のの八八段段合合格格をを祝祝すす  

９月 11 日（日）於ホテルオークラ神戸 

池田公律新八段夫妻（中央）と祝賀会に出席

した三木市剣道連盟の会員 

 

（５） 



  

 
 

 

  

  
  

  
  

  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

  
  

  
  

  

 

台
風
一
過
、
め
っ
き
り
秋
ら
し
く

な
っ
た
９
月
２４
日
（
土
）
、
市
内
各
中

学
校
を
会
場
に
、
平
成
２３
年
度
第

４６
回
三
木
市
中
学
校
新
人
体
育
大

会
が
行
わ
れ
、
剣
道
の
部
は
、
三
木

中
学
校
を
会
場
に
実
施
さ
れ
た
。 

 
 

参
加
し
た
の
は
、
剣
道
部
の
あ
る
三

木
・
自
由
が
丘
の
２
中
学
校
で
、
全
部

員
出
場
の
個
人
戦
、
そ
れ
に
代
表
選

手
５
名
で
争
う
団
体
戦
が
行
わ
れ

た
。 

  

開
会
式
は
９
時
か
ら
。
三
木
市
剣

道
連
盟
の
会
員
１０
数
名
も
審
判
団

と
し
て
参
加
し
た
。
審
判
長
は
昨
年

に
引
き
続
き
、
森
下
哲
次
副
会
長

（
錬
士
７
段
）
。 

  

個
人
戦
は
４
～
５
名
が
１
グ
ル
ー
プ

を
構
成
す
る
リ
ー
グ
戦
総
当
た
り

で
、
上
位
２
名
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
戦
に
出
場
で
き
る
。 

  

個
人
戦
の
結
果
は
以
下
の
通
り
。 

 

優 
 

勝 

低
田 

 

健(

自
由
中) 

 

準
優
勝 

亀
園 

大
輝(

自
由
中) 

 
３  

位 

小
紫 

貴
史
（三
木
中
） 

 
３  

位 

樋
口 

 
 

諒(

自
由
中) 

 

な
お
、
女
子
は
内
村
友
美
（
自
由

中
）が
優
勝
し
た
。 

 
 

団
体
戦
で
は
三
木
・
自
由
双
方
譲

ら
ず
、
２
―
２
で
大
将
戦
に
も
つ
れ
込

ん
だ
が
、
個
人
優
勝
し
た
自
由
が
丘

の
低
田
主
将
が
群
を
抜
く
強
さ
を
見

せ
、
チ
ー
ム
に
優
勝
を
も
た
ら
し
た
。 

  

試
合
後
、
審
判
団
と
し
て
参
加
し

た
連
盟
会
員
が
元
立
ち
に
立
ち
、
短

時
間
な
が
ら
参
加
者
全
員
が
稽
古
に

汗
を
流
し
た
。 

 

秋
ら
し
い
爽
や
か
な
一
日
だ
っ
た
。 

  

 

【
訃
報
】 

 
 

自
由
が
丘
中
学
校
が
競
り
勝
つ 

ー
三
木
市
中
学
校
新
人
体
育
大
会
剣
道
の
部
― 

三
木
市
剣
道
連
盟
参
与 

櫻
田
勝
巳
先
生
ご
逝
去 

 

三
木
市
剣
道
連
盟
参
不
で
元
自
由
が

丘
尐
年
剣
道
教
室
指
導
者
の
櫻
田
勝
巳

氏
が
去
る
９
月
２７
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
（享
年
満
８２
歳
） 

 

氏
は
、
昭
和
56
年
、
自
由
が
丘
尐
年
剣

道
教
室
開
設
当
初
よ
り
、
故
服
部
巳
代

基
氏
（
三
木
市
剣
道
連
盟
参
不
）
を
は
じ

め
と
し
て
、
地
域
の
指
導
者
と
と
も
に
、

主
に
自
由
が
丘
公
民
館
で
熱
心
に
尐
年

尐
女
剣
士
の
指
導
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
長
年
に
わ
た
り
、
三
木
市
剣
道
連

盟
幹
事
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
企

画
運
営
に
あ
た
ら
れ
る
な
ど
、
三
木
市

剣
道
の
普
及
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
三
木
市
剣
道
連
盟
一
同
、
衷
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
と

も
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

（６） 


